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リボール式防水

リボール式防水は、アクリル系高分子多成分系共重合エマル

ジョンに、更に複合材料を加えた画期的な水性塗膜防水材です。

超薄型の防水層を実現し、抜群の防水性能に加え、溶剤臭が

なく環境への負担が少ない、接着性、弾性などの従来の防水材

にはない数多くの特性を持っています。

安全な上、きわめて合理的な施工を可能にし、構造物の複雑な

納まりにもフレキシブルに対応し、新設はもちろんのこと、補修や

改修にも最大限の威力を発揮する

それがリボール式防水です。

リボール式防水は水性ですので、塗料の臭い（溶剤臭）がありません。特に改修やリフォームなどの防水工事では、
シックハウス症候群・VOC対策が重要になってきます。リボール式防水は、お施主様や近隣の方、また施工者にとって
も安全な防水材です。

「リボール式防水」の優秀性

「リボール式防水」の
主な認定

リボール式防水の塗膜表面

溶剤臭はありません。
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留付材 ステンレス製ねじ、鋼製ねじ

リボール式防水（水性塗膜防水材）に関する
知識や施工技術を深めていただくために、
弊社で実施している認定施工研修を受講
していただき、施工技術の向上・指導に努め
ています。

リボール式防水は、抜群の耐候性能と絶縁性能を持つことから、鉄道車両の屋根防水材として採用された実績があります。
過酷な環境下でも、長時間その塗膜性能を維持します。

リボール式防水塗膜
2mm厚で12,000Vをクリア。

リボール式防水は、薄くしなやかにムラのない強靭な塗膜を作ります。
薄く伸びてもその強靭さはどこも均一で、驚異的な弾性を持っています。
それにもかかわらず、塗膜表面は傷のつきにくい硬さを備えています。
被着材（下地）が伸縮しても、リボール式防水の塗膜は剥離することも
なく、伸縮による防水性能の低下は起こりません。

「リボール式防水」を施工した合板を大きく曲げても、防水層はしなやかに伸びて
下地に追従し、表面の強さも変りません。

リボール式防水は、下地素材と緊密に密着する接着
力を持っています。
既存防水材を撤去しないで補修や改修が可能なため、
工期短縮・コストダウン、更には廃棄物の削減を実現
します。
アスファルト、ウレタン、シート、FRPなどの防水材、各種
金属など多種多様な建築素材に対して、その接着力
は変わりなく発揮します。

鉄 塩ビパイプ

※施工10年未満の塩ビシート・シリコン・ポリプロピレン・フッ素には接着力が低下します。



リボール式防水工法
圧着工法（R－A） 総塗厚 1.6mm以上確保

ベランダ、床面、屋上、壁面、ALC壁、ブロック壁への防水工法

圧着工法 内装仕様（R－AN） 総塗厚 1.4mm以上確保

浴室、厨房等の下地防水

圧着工法 金属屋根仕様（R－AK） 総塗厚 1.2mm以上確保

折半屋根、瓦棒等の金属屋根への防水工法

脱気（絶縁）工法（R－D） 総塗厚 1.8mm以上確保

ベランダ、床面、屋上への防水工法

工　程 使用材料

リボール強化クロス
リボール穴あきテープ

使用量

下　地 平場突合せの部分、入隅部分の補強

リボールマイティ® L1 または
リボールマイティ®浸透シーラー

リボールクロス20
リボールマイティ® L1

①プライマー塗布
　または浸透性シーラー

②クロス貼り
　（プライマー（L1）にてクロスを接着）

原液0.2kg/㎡ ただし、浸透性のある下地は
原液1:1（水）の希釈液を塗布

全面
2倍希釈液で接着します

リボールマイティ® L2③防水材

③防水材1回目

0.75kg/㎡

リボールマイティ® L3④保護防水材1回目 0.82kg/㎡

リボールマイティ® L3⑤保護防水材2回目 0.82kg/㎡

リボールマイティ® L4⑥トップコート
0.20kg/㎡

（使用量を2回に分けて塗布）

圧着工法　旧塗膜防水仕様（R-AT） 総塗厚 1.6mm以上確保

比較的状態の良いウレタン防水、FRPへの防水
工　程 使用材料

リボール強化クロス

使用量

下　地 平場突合せの部分、入隅部分の補強
場合によっては使用しない

リボールマイティ® L1

リボールマイティ® L2

①プライマー塗布

②防水材１回目

原液0.20kg/㎡～原液３：１（水）の希釈液を塗布

0.75kg/㎡

リボールマイティ® L2③防水材2回目 0.75kg/㎡

リボールマイティ® L3④保護防水２回目 0.82kg/㎡

リボールマイティ® L3⑤保護防水２回目 0.82kg/㎡

リボールマイティ® L4⑥トップコート
0.20kg/㎡

（使用量を2回に分けて塗布）

工　程 使用材料

リボール強化クロス

使用量

下　地 平場突合せの部分、入隅部分の補強

リボールマイティ® L1 または
リボールマイティ®浸透シーラー

リボールエアパネルと
エア抜きキャップセット済みのもの

①プライマー塗布
　または浸透性シーラー

②エアパネル・キャップ 接着

原液0.2kg/㎡ ただし、浸透性のある下地は
原液1:1（水）の希釈液を塗布

2mに1組

リボール穴あきシート③穴あきシート敷き 全面

リボールマイティ® L2④穴あきシート接着 1.5kg/㎡

リボールマイティ® L2⑤防水材 0.75kg/㎡

リボールマイティ® L3⑥保護防水材 0.82kg/㎡

リボールマイティ® L4⑦トップコート 0.20kg/㎡
（使用量を2回に分けて塗布）

工　程 使用材料

リボール強化クロス
リボール穴あきテープ

使用量

下　地 平場突合せの部分、入隅部分の補強

リボールマイティ® L1

リボールクロス20
リボールマイティ® L1

①プライマー塗布

②クロス貼り
　（プライマー（L1）にてクロスを接着）

原液0.2kg/㎡ ただし、浸透性のある下地は
原液1:1（水）の希釈液を塗布

全面
2倍希釈液で接着します

リボールマイティ® L2③防水材1回目 0.75kg/㎡

リボールマイティ® L2④防水材2回目 0.75kg/㎡

リボールマイティ® L3⑤保護防水材 0.82kg/㎡

※モルタル・タイル等で仕上げる為、トップコートは塗らない。

※エアパネルのかわりに脱気筒を設置しても可。

※

圧着工法　リボール式防水改修仕様（R-AR） 総塗厚 1.4mm以上確保

リボール式防水への防水方法
工　程 使用材料

リボール強化クロス
リボール穴あきテープ

使用量

下　地 平場突合せの部分、入隅部分の補強
場合によっては使用しない

リボールマイティ® L1

リボールマイティ® L2

①プライマー塗布

②防水材１回目 0.75kg/㎡

原液２：１（水）

リボールマイティ® L3③保護防水１回目 0.60kg/㎡

リボールマイティ® L3④保護防水２回目 0.60kg/㎡

リボールマイティ® L4⑤トップコート 0.20kg/㎡
（使用量を２回に分けて塗布）

工　程 使用材料

リボール強化クロス
リボールクロス

使用量

下　地 平場突合せの部分、入隅部分の補強
（場合によって使用しない）

リボールマイティ® L1①プライマー塗布 原液0.2kg/㎡

リボールマイティ® L2 0.75kg/㎡

リボールマイティ® L2④防水材2回目 0.75kg/㎡

リボールマイティ® L3⑤保護防水材 0.82kg/㎡

リボールマイティ® L4⑥トップコート
0.20kg/㎡

（使用量を2回に分けて塗布）
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社内規格に準じた塗膜性能試験
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水性一液性
アクリル系合成樹脂
無機顔料配合

カチオン系
アクリル樹脂
エマルジョン

無機系下地
補強用

浸透性シーラー

リボールマイティ®

浸透シーラー
16kg 入
一斗缶 クリアー １６０㎡／缶

※２倍水希釈

水性一液性
アクリル系合成樹脂
無機顔料配合

水性一液性
特殊合成樹脂
無機顔料配合

水性一液性
アクリル・シリコーン樹脂
無機顔料配合

リボール式防水

◎リボール式防水は熱には十分強い材料を使用しておりますが、裸火や熱したものを直接置かないでくだ
　さい。（耐用年数を短くする恐れがあります）

◎リボール式防水の上に薬品や溶剤は使用しないでください。


